
平成２７年１２月１４日  
 

報 告 書 
 
 那須塩原市議会議長 中村 芳隆 様 
 
             那須塩原市議会 第１班 班 長 大野 恭男  
                         記録者 佐藤 一則  
 
 
 下記のとおり報告会を開催しましたので、報告いたします。  
 

記 
 
１．日  時  平成２７年１１月１８日（水）午後６時３０分～８時３０分 
２．会  場  厚崎公民館  
３．担当議員と役割 
       【担当議員】  
        大野 恭男（班長） 
        眞壁 俊郎（司会） 
        松田 寛人（定例会） 
        相馬  剛（議会活性化検討特別委員会） 
        星  宏子（放射能対策検討特別委員会） 
        齊藤 寿一（庁舎建設検討特別委員会） 
        佐藤 一則（記録） 
                人見 菊一（受付） 
        金子 哲也（写真） 
 
４．参 加 者  市民１７人（男性１５人、女性２人）…別紙受付表のとおり  
 
５．主な意見・要望 … 別紙記録様式のとおり  
 
６．報告会の運営について  

・ 当日、文化会館にて歌謡ショーが同時刻に行なわれており、駐車場の確保が不

十分であった。事前に調査が必要であった。  
・ 各テーマをワークショップ形式で行ったことにより、市民の方から忌憚の無い

意見が聞けたと思う。  
・ 会場テーマ「コミュニティーについて」漠然としていたので、意見交換前に丁

寧な説明が必要であった。  
・ 議会報告会の様子を、将来的にはインターネットで配信できないか。  



       議会報告会報告書（別記様式）                            No. １  

■第６回（平成２７年１１月開催）                会場  厚崎 公民館 

報 告 事 項 質 疑 ・ 意 見 回 答 内 容 

定例会 審議結果 消防本部が大田原に新設され統合されるが黒磯消防署の機能が低下しないか。 
 
 
消防団員数が減少しているが、不都合が起きないか。 

黒磯消防署の機能は今まで通りあり、機能低下は、

ありません。 

 

意見として伺います。 

議会活性化検討 

特別委員会 
議員の資産公開は、必要ないのでは。 

 

陳情の審議について伺いたい。 

 

 

 

 

 

最初に担当の委員会で審議して、議員全体で採決し

ます。 

 

放射能対策検討 

特別委員会 
18歳以下の子どもの甲状腺検査を市長はやらないと言っているようだが、議会とし
ては、どう取り組むのか。 
 
0.23μSV/Hr.以下にする除染継続を不採択にした理由は。 
 
 

18歳以下の子どもの甲状腺検査は、議会として全

員一致で可決したので、市に伝えます。 

 

全ての場所を0.23μSV/Hr.以下には、できないか

らです。 

 

庁舎建設検討 

特別委員会 
市庁舎建設に 100億円以上かかると言われている中、今、建設する必要があるのか。 
 
 
建設用地について伺いたい。 
 

平成15年の合併協議会で那須塩原駅周辺に建設す

る決定がされ、建設費は約77億円とされています。 

 

敷地面積3万㎡、延べ床面積1万9,000㎡です。 



       議会報告会報告書（別記様式）                            No. ２  

■第６回（平成２７年１１月開催）                会場  厚崎 公民館 

意 見 交 換 意 見 ・ 要 望 回 答 内 容 

共通テーマ 
(１) 予約ワゴンバスの利用実績は。 

(２) 予約ワゴンバスの利用方法を知らない市民がいる。 

(３) 民間に任せるべき。 

(４) バス停以外に路線内のどこでも乗降車できないか。 

(５) 那須塩原・黒磯～塩原路線を新設して欲しい。 

(６) 路線をもっと細かくして欲しい。 

(７) 路線を増やして欲しい。 

(８) 特に不満は無い。 

(９) 車が使えなくなったら、ゆ～バスを利用したい。 

(10) ＪＲ駅から遠い地域は公共交通が極めて少ないので、車が欠かせない。 

(11) ゆ～バスの停留所が増えて便利になった。 

(12) 運行時刻を拡大して欲しい。 

(13) 不便でも良いのでは。 

(14) 利用しない人も利用方法を学び地域利用者に伝えてみる。 

(15) ゆ～バスの利用方法を分かりやすく説明し、高齢者に親切な対応を。 

(16) 公共交通は安い料金で利用する。 

(17) オンデマンドバスを廃止し全てゆ～バスにして、赤字は市が補填する。 

(18) ゆ～バス7,200万円、予約ワゴンバス12,000万円は補助金の使い過ぎ。 

(19) 高齢者を中心に考えれば、皆に良い乗り物になる。 

(20) ゆ～バス、予約ワゴンバスへの市民からの意見をどのように聞いているか。 

(21) ゆ～バスを高校生が登校に利用しているのを、よく見かける。 

(22) 高齢者外出支援タクシー券が廃止され不便である。 

(23) バスの小型化は出来ないのか。 

(24) 予約ワゴンバスに電話予約するのが面倒だ。 

 



       議会報告会報告書（別記様式）                            No. ３  

■第６回（平成２７年１１月開催）                会場  厚崎 公民館 

意 見 交 換 意 見 ・ 要 望 回 答 内 容 

班テーマ 
(１) コミュニティ以外に自治会、老人会、神社・仏閣関連の祭り等があり複雑である。 

(２) コミュニティは日本語でないのでイメージがわかない。 

(３) 会費の不平等がある。 

(４) 強制で若い世代は加入しない。 

(５) 防災無線が無い地域はコミュニティを利用しては。 

(６) コミュニティは必要ない。 

(７) あらゆる世代がお互いを認め合うと良い。 

(８) 若い人の自治会離れを考える。 

(９) 次世代につなげるコミュニティのあり方を地域で考える。 

(10) 地域に奉仕する人が少なく、どうしたら増やせるか考える。 

(11) 子供の頃(昭和25～35年)を思い出し、子供が楽しい姿が理想と思う。 

(12) 若い世代も意見を聞き参画する努力をするべきだ。 

(13) 子供中心のコミュニティのアイデアで次世代につなげられる。 

(14) 自治会に若い人が少なくなっており、若い人の協力が必要だ。 

(15) 自治会を活性化する。 

 

 

 

その他 
 

 
 

 

 




